
′    鷺嚢ヨーロッパ美術散歩

¨‐■

コ ロッパ美術散歩 第1 ロ

イール・ ド・ フランス

1840年代に築かれた城壁内がパリ旧市街で

ある。これに接するプローニュの森やヴァン

セヌの森は台東区の広さを有し,一 日の散策
やスケッチに好適な場所である。パリ近郊を

含め首都圏に相当するパリ地方―イール・ ド
・フランスにはロマネスク・ゴンックウレ不

ッサンスの各様式の教会・大聖堂・広大な森

に囲まれた城や庭園が昔の姿のまま保存され

ている。フォンテーヌプローの森に近いバル

ビプン村はミレー つレソー・コロー・ ドービ

ィニ等のパルビゾン派 (自 然派)の画家を生
み近代絵画への大きな足跡を残した。

西北に流れるセーヌ川流域の各地では,オ
ルセー美術館をはじめ世界中の美術館でもて

はやされている多くの印象派の風景画が描か

れた。

小生は現役時代には出張の合間に,退職後
は毎年 1-2ヶ 月間気ままに各地を旅行し,
水彩や 」́]彩によるスケッチを行っている。絵

を描いていると色々な人に話しかけられる。

フランス人は概して社交的である。特に子供

達が「ムンューのデッサンは素晴しい」とか

言う。買物籠を下げたおばさんが「幾らで売

るのか」と訊 く。イギリス人や礼儀正しいフ

ランス人は「見せてもらってよいか」と断り,

お礼を言って立ち去る。写真を撮らせてくれ

るように頼み,OKす ると無邪気に喜ぶアメ
リカ人にも時々会う。日本ではキャンバスの

前にいきなり頭を突っ込んでくるおばさんが
いる。教養のなさそうなドイツ系のおばさん

も無礼である。集団で行動することを好む日

本人や ドイツ人は帰属集団外の他人や客以外

には気を使わない。個人の独立性が強い国で

は,社会生活をスムーズにするための最fiの
エチケットが守られているのではないだろう

松 井 健 児 (28機 )
か。

ンペル ニー

或る日パ リから日帰 りのバスツアーでジベ

ルニーに向かった。乗客はフランス人・イタ

リア人・アメリカ人・日本人は私一人。フラ

ンス人とイタリア人はす ぐ友達になる。イタ

リアはフランスにとって美術の先人であり唯

一尊敬 している国であることも関係あるかも

知れない。 日本人は気さくな米国人や北欧の

人達と友人になることが多い。勿論言葉の間

題も大きい。モネはこの地にセーメ川から水

を引き日本庭園とフランス式庭園を造った。

四季の花で埋められた庭の一角にア トリエを

構え,移 り行 く光の中の睡蓮を眼が殆ど見ぇ
なくなっても描き続けた。チュイル リー公園

にあるオランジュリー美術館で, これ等の大
作に浸 りしばし時を忘れている人々に出会う。

この美術館にはセザンヌ つレノワール・ピカ

ソ等の傑作も展示されている。

オヴェール・シュル・オワーズ

印象派の画家ピサロが長年住んでいたポン

トワーズのオワーズ川を見下ろす高台には ,

ピサロ美術館がある。ローカル線に乗 り換ぇ

て間もなくオヴェール・ンュル・オワーズの

小さな村に着 く。アルルでのゴーガンとの共

同生活の夢が破れ耳切 り事件を起こしたゴッ

ホが最後の力

を絞って数々

の傑作を生み

遂にビス トル

自殺で37年の

生涯を閉した

地である。小
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で或る有名な評論家が言った。「お見かけした

ところ皆様はゴッホよりかなり長 く生きてお

られるようですが, ゴッホのような素晴らし

い絵を描かれる人は一人もおられない。」

あの有名な教会の絵と同一の構図でデッサ

ンを試みたが, 当然の事 として極めて平几な

ものとなった。現物は色も形もゴッホの絵 と

全 く異なる。彼の精神がいかに高揚していた

かを思い知らされた。すでに刈取 りの済んだ

麦畑にゴッホの絵の複製が立っていた。この

風景からは想像できない絵である。非几な才

能は平几な風景も緊張度の高い絵に変ぇてし

まう。小生は重い絵具を背負って描きたい風

景を求めて歩き廻っているが,描きたい風景

はすでに心の中に存在 しているのが本当かも

知れない。弟テオと並んだゴッホの墓には夏

草が繁っていた。

モレ・シュール・ ロワン

1882年 シスレーはモレに居を構えた。穏や

かなロワンの流れ・美しいポプラ並木・水車

小屋・美しい町並・教会等が彼を魅了した。

川沿いのオーベルジュに宿泊し今でも当時の

面影を残 している運河,朝露のセーヌ川等を

スヶッチした。並本を渡る爽やかな風の音は

ンスレーが聞いたものと同しであろう。

シャンテ イイ .

パ リ北駅から40分列車に乗 り,駅前の森の

小径を辿り20分程行 〈と競馬場の奥にンャン

ティイ城が姿を現す。16世紀から19世紀にか

けて建てられたルネッサンス様式の建物は格

好のオブジェである。ここの馬場は1834年の

第 1回公式競馬大会以来サラブレッドの中心

地となった。 ドーヌール公が蒐集した美術品
は城内のコンデ美術館に展示されている。ラ

ファエルの三美神・コンモの美 しきンモネッ

タの肖像 (ボ ッテイチェルリのヴィーナスの

、誕生のモデルといわれる)・ コローの回園の

楽奏等々美術書で馴染みの絵が無造作に掛け

られている。

サン・ジェルマン・アン・ レー

グランアルシュで快速に乗 り換え15分足ら

ヨーロッパ美術散歩饉麟

ずで駅に着 くb全長2400nlの大テラスからは

木々の間にセーヌ川が見えヨットが浮かぶ。

広大な森は所々に芝生と花園が造られている。

夏の日差しを避けながら木々や草花を写生す

るのに好適な場所である。町から少し下った

所にプリウレ美術館がある。ポン・タヴァン

で活動 していたゴーガンを中心に結成された

ポン・タヴァン派のゴーガン …ベルナール
・

フィリジェ等の絵画及びナビ (預言者の意)

派の ドニ・セリュジェ・ボナール・ヴィヤー

ルの油絵・ポスター等が常時展示されている。

浮世絵の強い影響を受けた ドニは,「絵画とは

一定の秩序によって色彩で埋められた平面で

ある」と断言した。彼等の絵は次第に装飾化

し後期印象派やアールメーボと同時期の10年

間を飾った。

パ リ

フランスの良さは田合にあるが,入出国の

ためパ リを通過する。セーヌ川越 しのノー ト

ルダムやポーシュ広場は幾度となく油彩でも

描いてみた。在仏 日本人画家やジョギング中

の旅行者・買物途中の人々に話しかけられる。

孫を公園で遊ばせている老人も多い。パ リで

の楽 しみの一つはサン ウレイ島の古いレス ト

ランでパ リ在住の友人達 とタイムスリップし

た一時を過ごすことである。希ではあるが寿

司屋に行 くこともある。或る夕べ隣の席て二

人のパ リジェンヌがホークで格闘している。

ホークで鮪の中央を突き刺 し醤油皿に入れた

のでご飯はパラバラ。それをホークで抄って

食べている。たまりかねて指南をかって出た。

おしば りで手を拭いて指先でつまんで…。彼

女達は一生懸命に真似するが仲々巧 くできな

い。この黒い紙は海草で ミネラルやビタミン

が豊富だから貴女達がますます美しくなり世

の男達をますます悩ますことになる…と言う

と笑い出す。片言のフランス語ではキザに聞

こぇる心配はない。話題は両国の食生活から

文化へ と広がって行 く。別れ際に交した握手

の柔らかいぬ くもりが何時までも残っていた。
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フランス ブルゴーニユ地方
デ ィジ ョン

安売航空券でバンコック
・フランクフルト

経由でパリに向う。直ちにTGVでディジョン

に到着。今回はパ リ南東400kmに 広がる葡萄

畑,,‖ と渓谷,高地と森林等変化に富んだプ

ルゴーニユ地方が目的地である。カンバス50

枚,油彩水彩用具一式, カメラと衣料を入れ

たカバンをキャ |,ヤーに縛 り付け引張って行

く。大聖堂の横丁に手頃なホテルを見付け ,

ベルを押すとプロンドの中年の婦人が ドアを

開けた。日本人と知るや部屋の話はそっちの

けにして,ボ ンジュールは日本語では何 と言

う ?メ ルシーは ?と 矢継ぎ早に質問する。小

柄で中々魅力的な顔をしているが,20年後は

静に跨って空を飛んでいる顔になるだろう。

その明るい性格と部屋の条件が気に入り滞在

することにする。ブルゴーニユ公国の首都で

あったこの町は人口16万の手頃な規模の都市

である。エスカルゴとフインの本場としても

名高い。大公宮殿の半分が美術館になってい

る。14世紀ジャック・ ドゥ・ベルツ作の黄金

色の精巧な礫刑の木彫の衡立, ロサンバ・カ

リエラ作の春 (17世紀の可愛らしいセミヌー

ド少女の油絵),テ ィンットのジャポ
ニズムの

油絵, モローのヘラクレスと鳥の水彩,モネ

・シスレー リレオーの風景画, スタールの力

強いフットボーラーと題する油絵等をはしめ

として収蔵品は多岐にわたっている。郊外の

キール湖に出て,木蔭の釣人と対岸の丘を油

絵にする。ブルゴーニユ運河が緑の水を満々

と湛ぇ何処までも続く,並木に沿って自転車

専用路も設けられている。流れに沿って町ま

で戻る。船溜で水彩を描いているうちに6月

の永い日も暮れかけてきた。周りで世間話に

夢中だったおばさん達も家に引き上げて
いっ

松 井 健 児 (2唯)

た。茜色の空が水面に映ぇていた。

ディジョン大学に学んでいる日本娘達と晩

餐をする。月 6万円の仕送 りでゃっている一

人はレス トランで食事をするのは初めてだと

喜ぶ。教育費や基本生活費の安い国だから何

とかやって行けるのである。

ボーヌ

ディジョンから南へ200knに わたつて葡萄
の

丘が続 く。ディジョンのホテルに荷物の一部

を預けバスで出発する。ヌイ・サン・ジョル

ジュで途中下車。次ぃでボーヌに到着する。

池面に影を落すノー トルダムの塔・丘から見

渡す雄大なパノラマ・初夏の陽に輝く葡萄畑

を描 く。15世紀に建てられた病院はブル
ゴー

ニュ特有のカラフルなスレー トの屋根を持つ。

展示品にはロジェ・フォン・デル
″ イヾデン

作のフランドル派の細密画 :最後の審判があ

る。ノー トルダムでは中世からル不ッサンス

様式への移行を示す聖母の生涯を描いたタピ

スリーが印象深い.

マ コ ン

マコンは トゥルニュと同じくソーン川の西

岸に広がる。ローマ時代以来の要衝で,人口

は 4万人。郊外のマコネはマコンフインの産

出地。その南に続 く丘は日本でブームになっ

たボジョレの産地である。朝霧に霞んだポプ

ラ並木の後から陽が昇って来る。12世紀の面

影を留めるサン・ヴァンサンの塔に登ると町

とソーン川を一望できる。第 2共和国の外務

大臣としてまたロマン派詩人として名高
いラ

マルチーヌの記念館で,貴公子を偲んで静か

な時を過 した。

車で40分のソリュー トレの岩山でスケツチ

していると,恰幅のよい婦人が時々覗きに来

た。この婦人は丘の上に小さく描かれた赤
い

屋根の家を指 して,「 これは私の家よ」と言
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う。あまり嬉しそうなので少し大きく描き直

してから,貴女 と家と私の絵を一緒に記念写

真を撮ろうと提案する。何処に立てばよいの

かと子供のようにはしゃぐ。田舎では淳朴な

人に出会 うことが多い。

オー セ ー ル

ディジョンに戻るとホテルのマダムが暖か

く迎ぇてくれた。女子大生達 と別れのパーテ

ィをする。大学は休みは多いが大きなテーマ

の宿題が出され極めて多忙という。ホテルで

毎朝会っていた小柄な物静かな婦人は夫の顔

の癌手術の予後の看護のため滞在 し,病院に

通っていた。以前看護婦をしていたと言う。

一日も早い退院を祈って彼女にも別れを告げ

た。ホテルのマダムとはプロバンス式の 4回

のキスで別れた。

オーセールはヨンヌ河畔の高台に数多くの

塔を見せて私を待っていた。制作意欲が湧い

てくる。ホテルのマダムは初老の心優 しい人

である。 日本の音楽家に知人が多い。夫が絵

を描き画家の友人も多いと言う。食堂に点描

法と表現ェ義を組合せたジョルジュ・オブッ

トの現代風景画が掛けられている。常連客の

一人85オのベルギー人アコーディオン奏者が

マダムの要請によリー時間以上にわたって世

界の音楽を聞かせてくれた。

ヴ■ズレー

オーセールに荷物を残しヴェズレーヘ。 9
世紀に建てられた修道院に端 を発する人口

600人足らずの宗教のmIである。丘を登 りつめ

た所にロマ不スク様式のマ ドレーヌ寺院が古

色蒼然と立っている。マグダラのマ リアの遺

骨の傍で感激の涙を流す信者を見掛ける。寺

院の周囲は広大な公園とテラスになっており,

黄金色の麦畑が地の果まで続 く。点在する緑

の森・教会・赤い屋根の集落・刻々と影を移

動する雲。突然の鎌雨に、塗 りたてのカンバ

スを1-キって教会に飛び込む。雲の動きを計り

ながら雨宿 りと制作を繰 り返す。

丘を下 りると刈られるのを待っている麦畑

に真紅のひなげしが揺れている。遠 くの村か

ら教会の鐘が聞こえてきた。

ヌベール

ロワール河畔に位置するオーセールを小型

にしたような美しい町である。キャンプ場で

河畔に聾ぇる教会を描いているとキャンパー

達が声を掛けてくる。 7月 の太陽は強烈にな

っているが木蔭は寒いくらいである。川上で

はカメーのレースが行われている。この年の

パカンスンーズンもたけなわに近づいてきた。

遠雷に絵筆速める夏山河

夕立に駆け込む堂のマ リア像

涼しさや大聖堂の音楽会

連載「ヨーロッパ美術散歩」 |[つ いて

会誌に文化の香も漂わせたい。これは会誌

を大型化 した時からの願いであった。そこで

東工大の卒業生で組織する蔵前絵画会の幹事

の一人,松井健児氏 (28機 )と 相談した。単
なる旅行記では困る。どうせやるなら連載に

して会員の絵画知識の向上に役立つものにし

たい。松井氏は蔵前絵画会の幹事団とご相談

され,結局絵画知識の向上という大役はお引

き受けできないが, 8回を通 してフランスを

中心に写生地を紹介 し,気楽に絵画にも触れ

てゆくということで引き受けられた。

ヨーロッパ美術散歩についてご担当願 う松

井氏は,公募展・旺玄会の会員であって, ク
ループ展もェ催 している。毎年ヨーロッパに

滞在 して作品を製作し,東京で個展を開かれ

ている。

蔵前絵画会は,毎年一回蔵前工業会館で展

覧会を開催する外,春・秋のスケッチ旅行及
び不定期の研修会を行っている。現在会員数

50名。在校生・卒業生及びその家族は年会費

¥2,000を 納めれば会員となれる。幹事長は岩

堀英太郎氏 (18染),展覧会代表幹事は小松一

郎氏 (19機 )。 広 く会への参加を呼び掛けてい

る。            (編 集委員会 )
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てきであいにく視界が悪い。結局古代ギリン

ャ野外劇場でスケッチする。ゲーテも感動し

たここの絶景が,雨で台無しである。エ トナ

山が見えない。眼下の海面すら鮮明ではない。

前 3世紀に作 られたが後にローマ風に変形さ

れた。ギリシャスは高尚な悲劇を好んだが´

ローマ人は単純で野蛮なものを楽しんだこと

が建築や彫刻にも表れている。雨はいよいよ

強く,帰途寄ったエ トナ山では黒々とした山

頂がおぼろにしか見えなかった。

アクリジェント

10日 は島を縦断してアグリジェントに行く。

左手は海まで続 く斜面,前方の雄大な町並み

めがけて陸橋を渡って行 くと,神殿群が目に

飛び込んできた。前 6世紀ギリシャの植民都

市として造 られ,前406年カルタゴに敗れる

まで繁栄が続いた。最も保存状態のよいコン

コルディア神段を 8号の油絵に,ヘ ラクレス

神段を水彩で描 く。低いアカシアの枝に傘を

渡 して日陰を作った。 4つの神般が一・本の道

に沿って建っている。博物館を見学 してから

一路パレルモに戻った。友人は疲れたから食

べにt「 ないという。レス トランが開く8時ま

で待っていられない人に付き合ってきてまだ

ンチリア料理に出会ってない。チャンス 1

と探しに出ると.旨そうな店がいっぱいある。

ヴェネチア生まれの元気な女二人の店に飛び

込んで新鮮な魚を満喫した。

チェファル

11日朝 7時駅に行 くと, まだ窓口が開いて

いない。インフォメーションに行くと,窓口

に行けという。開まっているというと,車内
で買えるという。車掌に車内で買えるか確認

すると,駄 日だという。歩き回っているうち

にやっと窓日が開いた。こっちは開いた目が

塞がらない。下車駅から右手に海岸に沿って

しばらく行 くと海に突き出た山に行き当たっ

た。写生道具を置き,山道をぐんぐん上って

行 くと,ダイアナの神殿跡に出た。殆ど原型

を留めていない。眼下の紺碧の海に張り出し

た町並みの美しさはこの世のものと思えない。

描きたい衝動に駆られるが,断産から身を乗

り出さなければ町が見えない。友人が待って

いる場所まで戻って,こ の日は油F8と 水彩

を描いた。

エリーチェ

]2日 は列車で西端の町エリーチェに出掛け

た。 トラッパニ駅で降リバスの事務所に行く
と皆居眠りしている。バス便が悪いので、エ

リーチェまでタクシーにした。海は茫々とし

て期待したアフリカほ望めない。夜,パ レル

モの豪華な庭ロレストランで,友人と最後の

晩餐をした。明日からまた自由な一人旅が始

まると思うと心が弾んできた。

終わりに

64才から8年間,毎年 1乃至 3ケ 月フラン

スをはじめヨーロツパ14カ 国, アフリカイオ

国その他を,宇宙に浮かぶ奇跡の星の美しさ

に魅了されながら,ス ケッチ旅行をしてきた。

人類の歴史は殺数と略奪の連続であるが,先

人が残した芸術作品こそ主長類としての証で

はないだろうか。ン~｀ド~やナポレオンの道

を歩いている時より,ゲーテやロマンローラ
ンが見た同じ風景に出会ったときの方が興奮

する。ミレーやシスレー,ゴッホ等々が描い

た景色が残されているのがたまらなく嬉しい。

人類の一人としてこの世に生を受ける事がで

きた奇跡を噛み締めなが悦 健康な限り放浪

スケッチ旅行を続けてゆきたいものである。

長い間拙文を読んで頂いた方々に心から感謝

申し上げ,キ ーボードから失礼する。

現在まで写生に訪れた国・場所

スウェーデン デンマーク オランダ
ベルギー スコットランド 英国
ウェイルズ ドイツ オーストリア
スイス ハンガリー チェコ
フランス スペイン イタリア
トルコ ギリシャ モロッコ
ェジプト タンザニア ベナン
ンンガポール 香灌 天津 北京
台中 タヒチ ハワイ 米国 カナダ
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